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「じつを言うと、同人誌仲間となってこのかた永

井さんとじっくり語り合ったことがないのであ

る。歴史小説から仏教へと浸透してきた永井さ

ん。仏教から歴史へ向かった私―。

　遠い昔の話だが、司馬 太郎

くんの提唱で「近代説話」では

同人仲間の作品を語るのは一切

厳禁であった。各自の個性を摩

滅しかねないからであろう。今

そのタブーを犯して、同志永井

路子さんと語り合える悦びを老

骨の全身で味わい尽そうとして

いる。」

（史脈瑞應の「同人の戒めを犯

す（はじめに）」より　寺内大

吉）「史脈瑞應―近代説話から

の遍路―」という本が出版され

ました。著者は寺内大吉氏と古

河市の名誉市民である永井路子

氏で、内容は両氏の生い立ちか

ら近代説話まで、そして直木賞受賞・仏教文学・

仏教と日本人というテーマで書きおろしと対談か

ら成っています。

　二人は「近代説話」の同人仲間で、直木賞受賞

作家です。そしてともに仏教文学を執筆していま

す。また、大正大学で寺内大吉・永井路子の両氏

が学んでいること（永井氏は聴講生）も共通して

います。

　以前にこの文学館通信で紹介しましたが、昭和

30年、当時無名の文学青年だった寺内大吉氏と

司馬 太郎氏の二人の会話から、文壇に新風を起

こすことになった「近代説話」と

いう同人誌が誕生します。昭和

32年５月に創刊号が出版され、

不定期に刊行、11号まで出版さ

れましたが、その間に司馬 太

郎、寺内大吉、黒岩重吾、伊藤桂

一、永井路子の各氏が相次いで直

木賞を受賞しており、数年間の同

人誌活動でこれだけ多くの直木賞

作家を輩出したケースは空前絶後

でした。

　昭和35年「近代説話」に掲載

した「はぐれ念仏」で第44回直

木賞を受賞した寺内大吉氏と37

年同人となり同誌に掲載した「炎

環」で第52回直木賞を受賞した

永井路子氏が今回はじめてタブーを犯して互いの

作品を語り合い、仏教文学の真髄に迫ります。永

井路子氏の幼い日の写真やエピソード、ペンネー

ムのいきさつなども書かれています。読書の秋に

ぜひお読みになってはいかがでしょうか。古河市

内の本屋さんで既に販売されています。

市
紹
介
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
製
作

　
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
研
究
者

　地方都市は景気低迷や消費者の消費行動の変

化、大型店の進出などの影響を受け、中心市街地

には、シャッターが下ろされた商店が目立ちま

す。古河市も例外ではありません。今回は、観

光・都市の活性化・自治体と住民の協働をテーマ

に調査研究を続ける、東洋大学助教授の古屋さん

にお話を伺いました。

「交通機関が発達し、人の動きが活発になり、人

は新しい魅力を求めています。大型ショッピング

センターに多くの人が訪れるのは、新しい商品、

情報、新たな発見があるからです。一方在来の商

店街からは人が遠のき、活気が失われています。

地方の都市、商店街を活気付ける取り組みが各地

で行われています。」

「川越市は、小江戸「蔵の街」として多くの観光客

が訪れ、「菓子屋横丁」には、懐かしい品々が並ん

でいますが、経済的な自立を目指しているところに

永井・寺内両氏の最新作「史脈瑞應」

「史脈瑞應」大正大学出版会刊定価1,995円

古屋　秀樹さん
（桜町･35歳）

し     みゃく   ずい     おう

14 広報古河 2004.11

人・間・模・様

古・河・模・様


